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Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

 ５年生の社会科は情報の活用単元に入り

ました。担当の宮本先生は、教科書を使う

だけでなく、このように子どもたちの声を

拾いながら授業を進めています。 

 子どもたちは、自分の意見が授業に反映

されながら進んでいくので興味津々です。 

 このように、担当の先生は、教材を工夫

しながら楽しく、わかりやすく学習を展開

するように心がけています。 

  

あなたは何？テレビ？ 

増えてきたね。 

 心の透き通ったような素晴らしい挨拶をする子どもたちがいます。非接触型検温機で熱を測っ

たあとでも、礼をして教室へと向かっていきます。一昨日の通信やホームページでもお伝えしま

したが、心の通ったあいさつはとても気持ちがよいものです。このような光景が、高学年から前

項へと広がっていってほしいと思います。 



 

 

 

 

  

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「はい、はじめ！」「１，２，３，４，…１０、おっ一緒だね。」 

昨日は、ふりこのおもりの重さを変えたときの振れ幅（1往復にかかる時間）を調べました。担当

の深田先生は、一つ一つの実験をとても大切に、そして子ども一人一人にきちんと役割を持たせな

がら学習を進めています。子ども達は理科の実験が大好きです。 

体育科担当の瀧口先生は、活動量をとても大

切にされています。この日も、自分の課題を見

つけると、何度も何度も練習をするように促し

ていました。 

子ども達の中には、きれいなフォームで技を

決める子どももいました。また、すぐさま友達

のためにさっと手を差し伸べる心優しい子ど

ももいました。自然な形での助け合いがお互い

を高めることにつながります。 

私が授業をしていると、 

「メリークリスマス！」 

突然サンタさんが入ってきました。びっくり

した様子の子ども達。しかし、よく見ると… 

どことなく校長先生に似ているような…どこ

となく担任の先生に似ているような…。 

 サンタさんと一緒に写真を撮りました。高学

年と言えども、まだ子どもです。いつまでも、

素敵な夢を描いてほしいですね。 


